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令和 2年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞、若手

科学者賞及び研究支援賞受賞候補者の推薦について (依頼)

標記の件について、令和元年 7月 25日 (木)までに、文部科学省研究振興局長宛て文書にて提出

願います。推薦する候補がない場合も、その旨文書で回答願います。

また、次に掲げる候補者の積極的な推薦も併せてお願い申し上げます。

① 女性                  (           ・

② 日本国籍を有し、海外を拠点に研究活動を行つている者 (対象 :科学技術賞研究部門又は若

手科学者賞)

なお、本依頼について、ホームページや機関誌への掲載、また、貴下関係団体 (関係者)へのメー

ル送信など、幅広い周知に御協力願います。

推薦に当たっては、文部科学省ホームページの「公募情報」または「科学技術分野の文部科学大臣

表彰」に掲載されている「令和 2年度科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞候補者の推薦について」

を参照してください。

1.① 公募情報のURL
http 7/www.next.go.jpん」 enu/boshuAndex.htm

②科学技術術分野の文部科学大臣表彰のURL
http:〃ww帝.mext.go.jpraコ len.lttiiZavhyoushou/1414653.htm

2.別添資料 (中請書類チェックリスト)

※1 今回の募集から「研究支援賞」を新設しました。
※2 特に若手科学者賞は女性候補者の推薦件数が例年極めて少ないことから、推薦機関(団体)ごと
に男女比の現状を把握し、それを考慮に入れ女性候補者の推薦件数増加に御協力をお願いいた

します。
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別添

文部科学大臣表彰 科学技術賞・研究支援賞 申請書類チェックリスト

推薦機関におかれましては、以下の項目を確認のうえ、候補調査書の提出をお願いします。

なお、本チェックリストは回答文書とあわせて提出し正≦ださい。(候ネ甫案件毎の提出!± Tヽ要です。)
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①候補者の氏名、生年月日、現住所、役職巨所属等の記載内容が、候補調査書、履歴書、戸籍

抄本で相違はないか。(氏名の字体、旧姓・現姓使用については、申請書を優先する。)

②表彰歴に記載されている候補者氏名には下線が引いてあるか。

③特許口実用新案は登録済みの特許'実用新案のみを記載しているか。

④論文は「発表済またはアクセプト済で学協会等の査読付きの論文」のみを記載しているか。

⑤論文一覧は全執筆者氏名(発表当時の所属・役職)、 論文名、掲載誌名、巻号、ページ、発表

年月(西暦)、 DOIコード(もしあれば)を記載しているか。また、添付する論文の写しと記載内

容に相違はないか。

⑥候補者は調査書中に記載のある論文・特許・実用新案の著者、発明者であるか。また、候補

者氏名には下線が引いてあるか。

⑦(理解増進部門以外)

特許口実用新案・論文一覧で主要な特許・実用新案日論文に記載のあるものについては◎が

付してあるか。論文一覧の◎(主要)と O(重要)の合計が5件以内になつているか。

③特許日実用新案・論文(著書)は本業績に関係のあるもののみを記載しているか。

③共同開発者、共著者がいる場合、本候補者が今回の表彰に推薦されることに関して了承は得
られているのか。

「
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以上の項目について候補調査書の記載内容の確認を行いました。

推薦事務担当者 所属口氏名



別添

文部科学大臣表彰 若手科学者賞 申請書類チェックリスト

推薦機関におかれましては、以下の項目を確認のうえ、候補調査書の提出をお願いします。   日
I

なお、本チェックリストは回答文書とあわせて提出してください。(候補案件毎の提出は不要です。)H
ヽ ______口

“
中 H申 口

“ “ ― “
申
“ “
中 ― ― … … … … “ … … … … … … … … … … … ― “ …

′

以上の項目について候補調査書の記載内容の確認を行いました。

推薦事務担当者 所属 =氏名

①年齢が令和2年 4月 1日現在になつているか。かつ40歳未満の者であるか。

②候補者の氏名、生年月日、現住所、役職口所属等の記載内容が、候補調査書、履歴書、戸

籍抄本で相違はないか。(氏名の字体、旧姓 i現姓使用については、申請書を優先する。)

③表彰歴に記載されている候補者氏名には下線が引いてあるか。

④論文は「発表済またはアクセプト済で学協会等の査読付きの論文」のみを記載しているかど

⑤論文一覧は全執筆者氏名 (発表当時の所属口役職)、 論文名、掲載誌名、巻号、ペマジ、発

表年月(西暦)、 URLを記載しているか。また、URLのハイパーリンクのリンク先、添付のP

DFに相違はないか。

⑥特許・実用新案は登録済みの特許・実用新案のみを記載しているか。

⑦候補者は調査書中に記載のある論文H特許'実用新案の著者、発明者であるか。また、候

補者氏名には下線が引いてあるか。

③論文口特許口実用新案一覧で主要論文・特許・実用新案に記載のあるものについては◎を

付してあるか。論文一覧の◎(主要)とO(重要)の合計が5件以内になっているか。

③論文日特許H実用新案は本業績に関係のあるもののみを記載しているか。

⑩推薦書は研究内容について十分把握している3名の者からの提出があるか。

①共同開発者、共著者がいる場合、本候補者が今回の表彰に推薦されることに関して了承は
得られているのか。


